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アフガニスタン禁忌救援叔萱

邨



絹輪建設は｢人に優しく､地球に優しく｣をモットーに

　　　医療福祉･nMD員に協力しています。

土地から住まいまで…
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返照(J)双脚

ベトナムストリートチルドレン

プロジェクト

AMDAカンボジアから派遣されたリティ医師と

現地カウンターパートであるＮＧＯタオダンのス

タッフが、AMDAからのおもちゃと医療品をス

トリートチルドレンにプレゼントした｡子どもた

ちはとても無邪気に喜んでくれた。

　　　ＡＭＤＡへのご支援を

　　　　・・・ｸ≒ノズ紹介・・・

　ＡＭＤＡテレホンカード

新しいＡＭＤＡテレホンカードができました、

AMDAのトレードマーク的写真ともいえる母

と子の写真を使用したもので､1枚につき300

円が収益となります。ぜひご利用下さい。

・１枚（50度数）

1,000円

送料実費

ことﾐﾌlﾑ

言滸

AMDA Jourllal j9り9.4　1
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ベトナム

ベトナムストリートチルドレン巡回医療事業

　　　本部　事業推進同

シニアブロゲラムマネージャー

　　　　岡安　利治

　1980年後半から開始されたドイモイ（改革刷新）政

策により、ベトナムは急速に市場経済を導入し、経済

を発展させてきた｡しかしその不安定な経済発展は貧

富の差を拡大させている。地方の人々は仕事を求め、

ホーチミン（サイゴン）巾等の大都市にやってくる。

観光客が多いホーチミン巾を歩くと至るところにスト

リートで生活する老若男女がみられる｡外国人が歩け

ば、ストリートチルドレンが新聞、雑誌、ライター等

の小物を抱えて彼らに近づき、商売を試みている。

ホーチミンだけでも２万人以Lのストリートチルドレ

ことに毎年秋、台風に

よる洪水被害で数百人

単位の死者を出してい

る。　しかしベトナムビ

に、現地ベトナム医師・看護婦､ＡＭＤＡ医療派道者が

合同で救援活動を実施することも期待されている。

　今回、合同で事業を実施している現地ＮＧＯタオダ

ンは、1992年からストリートチルドレンの保護、教

育、白々l支援を目的に活動してきた団体である。日本

人旅行者､学生、マスコミ関係者が訪れることも少な!|19

くないようである。

　タオダン代表であるHung氏は自らがストリートチ

ルドレンであったことから彼らを保護したいとタオダ

り、また中長期的事業 タオダンスタッフと筆者（後方左から２人目）

が実施されていないために､現地でのネットワークが

弱く､受け入れ先となる現地カウンターパートを探す

時間がかかり、AMDA緊急救援チームがスムーズに

被災地に入る障害となってきた。

　1997年の緊急救援はベトナムと関係が深い広島

YMCAのネットワークに助けられたこともあり､1998

年初句にベトナムでストリートチルドレンを扱う現地

NGOタオダンを紹介され、AMDAはストリートチル

ドレンを対象にした医療事業の実施を決定した。

　ベトナムでの活動を通じ､ベトナム医療関係者との

関係を築き、人材育成を行い､将来的には自然災害時

ンを設立したとい

う。現在、10数名の

スタッフと30人前後

のボランティア（特

に大学生）で常時200

名から300名の子供

たちを手助けしてい

る。平目の夕刻、ま

た日曜、祝日にホー

チミン市内の動物

園､遊園地､マーケッ

トにストリートチル

ドレンを集め、読み

書きを教えたり、と

もに遊んであげたり､栄養不足な彼らに給食を提供し

ている。

　そして､タオダンが実施できない医療面でのサポー

トを、医療NGOであるAMDAが担うこととなった。

　ストリートチルドレンの多くは病気にかかっても、

治療費が払えず、また交通費も払えず､医療機関への

アクセスが閉ざされているのが実態である。

　1998年11月初句にＡＭＤＡカンボジア支部代表シエ

ン・リティ医師派遣を皮切りに､本部担当者､調整員、

看護婦と派遣して事業を進めてきた。

２　山岨)八万ωu7/ 7999.4

４



　　　AMDAはタオダンと協力して、ストリートチル

　　ドレンやホームレスの人々に対して、現在、べト

　　ナム人調整員、ベトナム人医師と日本人看護婦で

　　無料巡回診療を計６ケ所で実施している。現在は

　　診療地域の拡大申請を保健省に要請している。

　　　病気予防を目的として、子供たちに衛生教育も

　　行っている。さらに、Safe house (安全の家)と呼

　　ばれるタオダンのストリートチルドレン保護施設

　　やタオダン事務所に滞在している子供たちにも診

　　療や衛生教育を実施している。

　　　タオダンスタッフ、ボランティアに対して応急

　　処置指導、衛星教育のワークショップを今年3月

　　に開催予定である。

11･‘!　またタオダンとともに､栄養が不足しているス

　　トリートチルドレンに給食提供もしている。

　ベトナムでNGO活動を実施するには現地担当

省庁の管轄下で実施しなければならず､当事業も

ホーチミン市保健省の許可を得ながら活動してい

るが、なかなかこちらが期待する方向に進まな

い。そのなかで粘り強く交渉を行っている

AMDA派道者にこの場を借りて感謝したい。

　私白身もこの事業の立ち上げのために､ベトナ

ムに２週間ほど滞在し､ストリートチルドレンと

接してきたが､タオダンが彼らに対して行ってい

ｆｙ門二門ヅ竺艶然賢二
リートチルドレンのなかには､片親または両親の

いるf供たちもいるが､精神的にゆがんでいる‾f

供たちは決して少なくない。

診療するAMDAベトナム人医師

タオダンが実施しているストリートチルドレンヘの教育。夕

方にボランティアが中心になって子どもたちに教えている。

　　しかしタオダンスタッフは急ごうとはせず｀(回二｀/゜゛〉‘lj　　　　　7－
－　　u

Ms゛ ゛1゙　°i

。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占?%♂〃?　　　　　　　♂　　　%?　　　　　　　即司汀ぶl
じっくりと時間をかけて多くのボランティアととh=

回･……J､

泌

≒にﾉ尚尚･……　・煕･…
……J
回回l
i…

…に円尚゛‘1‘

もに、子供たちの心を開こうとしている。実に地

ニ　2
‾　　　衛生

長

育

ごででlﾑﾌ

)A

言で:

ﾑ

ｽﾞ⊇

師

道ながら確実に進めている。当事業実施期間中

に､彼らに少しでも応急処置等の医療知識、また衛生

知識をAMDAスタッフから吸収していただいて、ス

トリートチルドレンの健康維持に貢献してほしいと思

う限りである。

　この事業は残念ながら期待していた事業資金が集ま

らず､予定していた事業を縮小して実施しております

が、それでも資金が不足しており、この記事を読まれ

た読者からの寄付を期待しております。

どうぞよろしくお願いいたしします。

＜募金先＞郵便振替口座番号

　　　　　　01250-2-40709

＜口座名＞ＡＭＤＡ

　通信欄に「ベトナム事業」とお書き下さい。

ＡＭＤＡ､/ar､�y999.4　3
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ベトナム

ＡＭＤＡベトナムプロジェクト報告

看,回帰　児島貞｣'-

　サイゴン（ホーチミン拍は活気に満ちあふれてい

る。これが、吋‾で倒的に世代の若さによるものだという

ことは、人「1の60％が戦後生まれ、つまり25歳以下

ということを聞けば納得できるだろう｡街には挟い道

路を埋め尽くすように、バイクとシクロ（自転車）が

溢れ､ものを売り歩く人々で朝から夜までごった返し

ている｡排気ガス汚染は想像にかたくないし騒音もひ

どい。

　ドイモイ政策以後10年、貧富の差は拡大レ現在、

経済は低迷しているときく。急激な人口増加と経済の

不調和、ＵＮの課題であるファミリイ・プランニング

も追いつかず人々は職を求

めて街に集中する。言葉の

定義はさだかではないが近

い将来、人目爆発がさけら

れないことほまちがいない

と肌で感じられる。またベ

トナムでは毎年起こる洪水

の度に、農地を失った人々

が都市へ流人するという。

一家の稼ぎ手となるのは、

幼い子供たちの上から順番

の使命である。

ダン｣のストリートチルドレンケアブログラムに加わ

りモーバィルクリニック(バイクで診療をしてまわ

る)と子供たちへの保健指導とタオダンのボランティ

ア達への基礎的なヘルストレーニングを実施してい

る。このＮＧＯは子供たちへの識字教育､修学援助、・

時的な子供の収容等､多くの良心的ボランティアが関

わり地道な活動をおこなっている｡いずれは子供の家

庭復帰が目的である。

　プロジェクトが開始されてから間もないが子供から●

与えられるエネルギーは大きい｡皆とてつもなく明る

く、ひとなつこい。発展途11国では共通していること

ストレートチルドレンの治療をする筆者

　現在、ベトナムの人口は6～7､000万人、そのうち

サイゴンには１割が集中する｡サイゴンのストリート

チルドレンの数は政府発表で7､000人、非政府のもの

で20､000人と言われている。数がまちまちなのはこの

ストリート・チルドレンの「選別」が難しいこともひ

とつの要素ではないかと思われる｡いわゆる捨て子や

親の虐待から逃れてきた子もいるが、多くは強制的、

または自主的に都会に出稼ぎにきたケースである｡そ

のほか街のスラムからの子も多い｡親の送り迎えで夕

方から夜中に働きにでてくる子もいる。絵はがきや

本､チュウインガムといったものを売り歩き１日１ド

ルくらいを稼ぐか、思春期になれば売春や麻薬､窃盗

にも手をそめることもある。

　昨年11月のカンボジア医師派遣に始まり、現在、

ＡＭＤＡはサイゴンで地元ＮＧＯのひとつである「タオ

４　ＪＭ£Ｍあrn//999.4

ではあるが、体格は小さく

たいてい実年齢より3～4歳

幼くみえる。保健衛生面で

の問題は皮膚疾患(ダニ､真

菌性湿疹、膿カ疹、かすり

傷、小異物が剌さったまま

で放置し感染をおこしてい

る、火傷等)上気道感染(特

に慢性の咳そう)回虫、頭

痛､下痢である｡軽度の貧血

は常に全体の1～2剖(特に

スラムで著明)みられる｡軒●″

度の栄養状態不良のケースもわずかにみられる。

　疫痢の拡がりがみられたセーフハウス（safe house）

（タオダンの運営する子供の一時避難所）で疫痢撲滅

のための薬と薬用石鹸の投り､と保健指導を行った｡指

導の内容は､洗濯は個別に行うか、しばらく熱湯に浸

水させて一斉に行う。疫痢の好発部位、ダニの習性に

ついては写真を見せながら解説した。２週間後　この

問題は著しい改善をみた。子供に「洗濯はどうして

る？」と尋ねると［ちゃんと自分で洗ってるよ、omo

で！お陽さまに干してるよ！］（omoとは代表的洗剤

の名前）と答える。保健指導は大切である。教えられ

ることを教えられれば子供は実践できる。

　今後はタオダンに眼らず他のＮＧＯとも連携しサイ

ゴン市内のストリートチルドレン､ホームレスの人々

一人でも多く関わるよう活動をすすめていきたい。



アフガニスタン

アフガニスタン震災緊急救援プロジェクト速報

　AMDAは1999年２月11日（現地時間19時）にアフガニスタンで発生した震災に対し、医療チームを派遣し、現地で

の巡回診療を実施中。　ＡＭＤＡチームは18日赤十字国際委員会のフライトにてパキスタンを出発し、同日アフガニスタ

ンの首都カブールに入りました。なおAMDAはこの１月23日、アフガニスタン・タリバン派政権の厚生大臣を含む厚生

省関係者と、また２月22日にはアフガニスタン・ラバニ派政権の外務副大臣と緊急救援時に迅速に活動するための協力関

係強化の会議（＊ハート会議）を実施しており、このたびの活動は会議後、最初の緊急救援活動となります。

派遣チーム活動詳細については以下のとおり。

　　　　　　　　　　　　　　＊ハーﾄ会議………H.E.A.R.T.:Health Expert Assembly for Research and Trainin9

C餅触⊃

1.18日、国連関係者と会合。

2.19日午前中、国連関係者､各ＮＧＯ責任者､厚生省関係者との会合にて情報提供を受けるとともに､活動の計画を検討。

　　最大の被災地であるWARDAK（ワーダック）について情報提供を受ける。他の地域の情報は未確認とのこと。

ぞII゛4.

午後AMDAのもともとの活動地域であるLOGAR（ロガール）県の数カ所で現地調査実施。

その後NORWEGIAN CHURCH AID（NCA）よりWARDAK（ワーダック）県での視察要請を受ける。

５．第一回ハート会議参加者の厚生省医療局長のIBNEAMIN（イブニアミン）氏と会合、情報提供と支援要請を受ける。

6.20日WARDAK（ワーダック）県内のMAIDAN SAHR（メイダンサー）地区での現地調査を実施した。

〔西征〕

１．ＬＯＧＡＲ（ロガール）県では建物の破壊は１０％未満。

2.MAIDAN SAHR（メイダンサー）地区では場所によっては６０％

　　以上の建物が完全に倒壊していた。

３．人々はテント生活または親戚の家に避難している。

４．寒さが厳しく、被災者の疲労も大であることから、被災者の大部分が

　　急性上気道炎にかかっており、特に子どもたちの状態が悪い。

O藤籐〕

　　上記の調査結果をふまえて、ＡＭＤＡでは２月22日よりカブールから40Km離れたWARDAK（ワーダック）県内のMAIDAN

　　SAHR（メイダンサー）地区において巡回診療を実施することを決定した。（21日は巡回診療の準備を行う）

　　対象地域－IBRAHIMKHEL、BILALKHEL、JAMANKHELの各村とその周辺地域対象者－その地域の被災者、特に子ども
fs‘

2月22日IBRAHIMKHELにて１ ５０人の子どもを診療。その９割は急性上気道炎。

　　２月23日BILALKHELにて１１０人の子どもを診療。症状は同様。

　　　匹⊃

　　　1.D「.Durga Prasad Bhandari（デュルガプラサドバンダーリ）/36歳ＡＭＤＡネパール医師

　　　　　＊昨年９月よりアフガニスタンとペシャワールにて地域医療、難民への医療支援活動に参加中

　　　2.Mr.Masood（マスード）／アフガニスタン人助手

　　　3 .Mr Stanizai（スタニザイ）／アフガニスタン人通訳

　　　4.Mr.Shaheedi（サヒディ）／アフガニスタン人ボランティア

　　　　　　アフガニスタン　震災被災者支援募金のお願い

　　　　AMDAではアフガニスタンでの救援活動のための募金をお願いしております。

　　　　　　厳寒の中、被災した方々への支援活動にご協力をお願い致します。

＜募金先＞　郵便口座:01250-2-40709　宛先：ＡＭＤＡまたはアムダ

　　　　　　　　　　　　　（通信欄に『アフガニスタン地震』と明記）

＜お問い合わせ先＞ＡＭＤＡ広報局　竹林昌代　TEL:086-284-7730 FAX:086-284-8959

ＡＭＤＡＪｏむtrn�j999.4　5
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アフガ.ニヌタン

ハ≒ﾍﾄ会議………

　アフガニスタン・ラ八二派政権

アブドゥーラ外務副大臣　会見要旨
1999.2.26

　まずはじめに、今日このように

アフガニスタンについて報道関係

の皆様とお話する機会を設けてい

ただきましたＡＭＤＡに対して、お

礼を述べさせていただきたいと思

います。またこの会見の場におこ

しいただいた皆様に感謝申し上げ

ます。

　最初に、全体的な状況

について申し上げます。

残念ながらアフガニスタ

ンではいまだに内戦が続

　　　　　　　　　　　　　　－　゛゛゛゛K゛いており、ソ建軍がアフこ上二

ガニスタンより撤退して

10年を経た今も、平和が

訪れるという希望はほと

んどありません。

　なぜ平和が訪れないの－J

か？これははすべてのアダ

フガニスタンの人々そし

てアフガニスタンの友人が抱いて

い疑問です。イスラム教国家を代

表する私達は、交渉の上での解決

以外には方法がないと信じている

一方、反対勢力であるタリバン派

は、いまでもアフガニスタンを武

力で制圧することを目的としなが

ら、武力闘争を続けるべきである

と信じています。この点において、

タリバン派は、私達の隣国の一カ

国から支援を受けています。この

理由において、これまでのすべて

の平和的努力が実らないのです。

年月が経ち、アフガニスタンの人

々はとても苦しんできました。何

よりも彼らが必要としているのは

平和です｡国際社会は､タリバン派

とそして彼らを支援している国々

に対して戦いを止め交渉の場につ

くよう政治的圧力を行使するよう

求めます。政治的解決こそがすべ

てのアフガニスタンにとって受け

入れられるものと思います。また

私達は、国際社会はタリバン派に

よって行われている人権や女性の

権利の侵害に対しそれをやめさせ

る道義的責任を負っていると思っ

ております。

　さらに､私達は国際社会に､アフ

ガニスタンの人々に人道援助の手

を差し伸べていただきたいと訴え

たいと思います。それは長引く戦

争によるものだけではなく、昨年

の2月とそれ以降の2回の地震のよ

うな自然災害への援助の意昧もこ

　内戦が始まって以来20年近くの　　めています。その地震によって
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7､000人の命が奪われ、数T一人が家

屋を失ってしまいました。

　このたびの日本という美しい国

への仏の初めての訪問についても

お話したいと思います｡６日前に仏

はＡＭＤＡの招待によって日本に参

りました｡今回の滞在期間の間､仏参

はＡＭＤＡと外務省の方々ととても

　　　　有意義な話し合いの時間

　　　　を持つことができまし

　　　　た。また今日の広島平和

記念館の訪問をはじめ多

くの場所を尋ねることが

できました。

　ＡＭＤＡとの話し合いで

はAMDAのもつ力量、目

的、仕事の方法をよりよ

く理解した上で、また私

のほうよりアフガニスタ

ンの状況を説明した上で、私は

ＡＭＤＡに以下のような人道的援助

を要請いたしました｡それは､アフ

ガニスタンの人々の生活水準を向

上させること、自然災害や緊急事

態の際には､派遣団を送る、そして

診療所を設置したりまたは医療ス

タッフの訓練を通じて公共医療シ

ステムの充実を図ることなどです。

　また､私達は､アフガニスタン北

東部とカブール地域での免疫付与

プログラムの支援を要請しました。

実際に、予防接種は300､000人の子

ども達が住む地域では優先事項の

Ｃ
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ひとつです｡わが国の保健吉は､免

疫付与プログラムを行っており、

またいくつかのNGOと国際機関が

このプログラムを支援しています

が、まだ現場の需要を満たすこと

ができないのが現状です。このた

びの私達の話し合いと決議が総合

的な生活の水準の向上という共通

の目的を達成するための一歩前進

になることを願っております。

　東京での外務省との話し合いで

は、私達はアフガニスタンの状況

について討議し、お互いに安定し

た平和こそが共通の目的であり、

それは武力的な手段では到達する

ことができないと言う共通の認識

を持ちました。また私達はアフガ

ニスタン国連事務局長特別大使へ

の支援やアフガニスタンの人々へ

の人道援助の必要性を強調しまし

た。そして人権の侵害、テロリズ

ム、麻薬などへの人道に関する問

題に対し、国際社会の共通の立場
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た。

　最後に、私は今回の訪問がとて

も有意義で実り多かったものであ
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●市外･国際電話料金を大削減
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※3分20円は23:00～翌8:00までの料金です。

又､アクセスポイントまでのＮＴＴ料金は､含まれません。

ったと思っています。もう一度､私

達への日本のすべての人々の思い

をあらわしているようなAMDAの

皆様の暖かいおもてなしを心から

感謝いたします。

　　　　　　(翻訳　佐々木　諭)

お問い合わせは

販売代理店

オクト通信局
ＴＥＬ．０８６-９４４-２９０７

ＦＡＸ．０８６-９４４-８１８２

ｵｸﾄ通信局はAMDAに協力しています

製造元

販売元

株式会社

有限会社

シスネット

レジャードーム
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ミャンマーってこんな国

パゴダの国発「ケッサムッシバブー」
　　　　　　　　　　　　（だいじょーぶっ！）

　　　　　　◇

ＡＭＤＡミャンマー駐在代表

　　　　大森　佳世

　ＡＭＤＡがミャンマーにやって来て、早４年になろ

うとしています。今回はAMDAの医療活動とは全く

外れて、「ミャンマー」という国の魅力について、紹

介したいと思います。

　「ミャンマー？！」と問いて、その国がどこに位置

しているか､皆さんピンと来るでしょうか？タイ、ラ

オス、中国、インド、バングラデュッシュと国境を接

し、インド洋はアンダマン海､ペンガル湾などに面す

るこの国は、日本の約1.8倍の面積を誇り、多くの少

数民族をかかえ、地域によって気候､文化などの様相

が異なっています。人口は推定で約450万人。多くは

仏教徒ですが、宗教も多様です。国旗の14個の星は

７つの州と７つの管区を表し､農業主体のこの国らし

く歯車は労働者､稲穂は農民を象徴しています｡ 1948

年１月４日にイギリスから独立を果たしました。義務

教育でないことや進級試験が毎年行われるなど教育上

の問題をかかえていますが､伝統的に僧院による寺子

屋式教育が普及されていることもあり、識字率は約

80％と開発途上国の中では比較的高い水準を示してい

ます。ちなみに映画「ビルマの竪琴」では、中井貴一

さん扮する僧侶が哀愁を漂わせながら日本の歌曲を竪

琴で弾き涙を誘われますが､実際の僧侶はそういう世

俗的なことはせず、たいへん敬われています。

　首都ヤンゴンは、1年で最も快適とされる乾季（10

月下旬～２月中旬）でさえ日中の蒸し暑さにジワッと

汗が吹き出します。暑季（２月下旬～５月中旬）には

歩くのさえ辛いといわれ、４月中旬の水祭り（日本の

ゴールデンウィークのようなもの）では､道行く人々

に容赦なく、そして自分も濡れながら思いっきり水を

掛け合い、つかの間の涼を楽しみます｡長い雨季（５

月下旬～10月中旬）には息苦しく感じられるほどの

高い湿度の中､バケツをひっくり返したような雨が降

ったりやんだりを繰り返します｡でも大丈夫｡多くの

開発途上国に行くと､その国のゆったりした時の流れ
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に気付かされるように、ここミャンマーも例にもれ

ず、「ミャンマータイム」なるものがあるように感じ

られるからです。人々の営みは極めてのんびり、はつ

らつとしています。

　在留邦人は約500人｡ 1996年に観光年が設定されて

以来、日本からも多くの観先客が訪れています。そし

て町を歩くと、日本で見たことのあるような顔立ちの「

人々、日本の文字が書かれた車（日本からの中古車）

の多さに驚かされ、一体ここはどこなの？

と、錯覚さえ覚えます。そして至るところで目にする

パゴダという黄金に輝く仏塔。 ＡＭＤＡミャンマーの

仏教徒のスタッフも、「シェタゴン」というヤンゴン

で最も大きいパゴダの前を車で通り過ぎるとき、しば

し話しをやめて自然と手を合わせ七お祈りをします。

女性も男性も､ロンジーと呼ばれる巻きスカートのよ

うなものを身にまとい､黄色い道路標識の子どもの手

を引くお母さんの姿までロンジーです。女性は顔に

「タナカ」という日本風の名前の天然植物パウダーを

塗っています。かくいう私も、先日レモンタナカ（レ

モン入りの香りのよいタナカ）という塗っただけでツ　。-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ルツルになる魔法の粉を発見し､そのとりこになって

おり、朝に晩に塗っています｡小型のバスにはぎっち

りと人々が乗り込み､振り落とされないようにしっか

りとしがみつく老若男女の筋肉は､細いながらもたく

ましさを感じさせられます。

　この国を訪れる人々は、ミャンマーの治安の良さ、

またミャンマー人の親日感情の良さに驚かされます。

民族的親近感､第二次世界大戦前後における日本軍の

駐留など､個人的なつながりなどにも起因するのでし

ょう。またビルマの竪琴に出てくる「水島上等兵」の

ようなお話も実際にあり、私も仕事の休日を利用し

て､残留日本兵の方々のところへ遊びに行ったりして

います｡そしてこの国でなんといっても魅了されるの

は､純粋な人々の笑顔かもしれません。まだそれほど
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外国からのヒトやモノが入ってきてい

ないこともあり、人々は素朴で、すれ

てなく、なつかしささえ感じます。

　ＡＭＤＡミャンマーが活動を展開する

村へ行く道々でも、いつも子どもたち

が元気よく「バイバーイ」と笑顔で駆け寄って来ま　　　ジェクトサイトはもちろんですが､中央部ドライゾー

　　す。もうかわいいったらありません。そして慈悲の

?心、隣人を憐れみ困窮する人を助けるといった行為

　　が､社会的な美徳になっており、家族の絆は極めて強

　　く、父母を大切にすると同時に年長者を敬っていま

　　す。仏教徒の男性は、一生のうちに一度は出家し、修

　　行に励むといわれています｡鉱物資源､農業資源など

　　もさることながら、こうした人的資源は、この国の大

　　きな潜在能力だと感じざるを得ません。

　　　ＡＭＤＡミャンマーでは２月中旬の３連休を利用し

　　て、スタッフ総勢30名、「チャイティーヨ」というヤ

　　ンゴンからバスで約５時間､そこから頂上まで徒歩で

　　約３時間かかるところへ、ピクニック（地元の人にと

　　ってはお参りというのですが）へ行きました。これは

　　山の頂上にそびえる絶壁の上に黄金の丸い巨大な岩が争　

あり､そしてその上に今にも落ちそうだけれども決し

　　てバランスを崩すことなく、数百年の間輝きを保って

　　いる不思議なパゴダです｡行く道も遠ければより神秘

　　的なパゴダで、見る人を圧倒します。日が暮れてライ

　　　トアップされると、それはまた美しくたたずみます。

　　　この巨石が落ちないのは､パゴダに納められた聖髪の

　　　力によると信じられています｡ここはミャンマーに数

　　　あるパゴダの中でも参拝者に幸せをもたらし、３回行

　　　くとお金持ちになるとされています。 ＡＭＤＡミャン

　　　マーのスタッフの中にも、今回が５回目、６回目、と

　　　いう「チャイティーヨクレイジー」が何人もいまし

　　　た。みんな普段の仕事の疲れも忘れ、ゼーゼーキャピ

　　　キャピ言いながら山を登り、いい汗をかきました。

ミャンマーを訪れたら、ＡＭＤＡミャンマーのプロ

ンに位置するバガンの古代仏教遺跡は､インドネシア

のボロブドゥール遺跡､カンボジアのアンコール遺跡

と並んで､世界３大仏教遺跡の１つとされており、ぜ

ひ寄ってみたい場所の一つです｡宝石や銀細工も、安

くてステキなものを手にすることができます｡もちろ

んマラリア、結核、肺炎、チフス、赤痢、コレラ、デ

ング熱…といった病気も多く、だからこそＡＭＤＡの

活動が必要なわけです｡そしてインフラ整備も遅れて

おり、すさまじい停電、電話事情の悪さ、プロジェク

トサイトヘ迪り着くまでのデコボコ道､と多くの問題

はあります｡しかし私たちに笑顔で手を振って駆け寄

ってくる子どもたちを始め､多くのミャンマーの良さ

に触れ、きっと皆さん、ミャンマーファンになって帰

って行かれることでしょう。ぜひ一度､パゴダの国へ

お越し下さい。何かあっても「ケッサムッシバブー

（大丈夫）｡」ですから。

＊ＡＭＤＡミャンマーでは１月に一ケ月、JICA専門家

である中原美佳看護婦を迎え、巡回診療､給食センタ

ーなどのプロジェクトがより持続昨が考慮された､深

化したものに生まれ変わろうとしています｡ ABA (ア

ジア仏教徒協会)との協力による学校建設も、大使館

から正式に認可され､今年は中学校を含む大きな校舎

が建つ予定です。

　2月中旬にはヤンゴンから北へ車で２時間の場所に

あるバゴー管区で、ルーラルヘルスセンターの建設、

タウンシップホスピタルの改築も開始されました｡そ

して地元の期待を大きく背負った小児病棟(AMDAミ

ャンマー子ども病院)建築プロジェクトは､予定より３

ヶ月ほど早まりそうな勢いで、順調に進んでいます。

　　　　　　　　　　　　　AM/Mおru/ /999.4　9
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J/G4フィリピン家族計画・母子保健プロジェク芦

　トーサン計画（ＴＯＳＡＮＧ ＰＲＯＪＥＣＴ）

ＪＩＣＡ（国際協力事業団）フィリピン家族計画･母子保健プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　◇

　　　　　　　　専門家　岡山大学公衆衛生学

　　　　　　　　　　　岩永　資隆

　1999年１月27目、ブラカン州のカルムピット町と

いう小さな町で、トイレ用のコンクリート製の土管

（タガログ語でtosang）を作るセミナーを行いました。

受講者は地元の小さなＮＧＯのメンバー10名（青年

団員と呼んだ方がふさわしい）。講師はターラック州

ターラック市の小さいバランガイ（村）の「普通のお

じさん」、ペニーさん。 60歳少し過ぎくらいでしょう

か。痩せて、よく目に焼けて、困のない目でいつもに

こやかに笑っていま

す。彼はコンクリー

トの土管やブロック

を作る名人で、管理

を任されているバラ

ンガイ・ホール（村

役場）の鍵数個とと

もに、いくつかの小

道具をいつも腰にぶ

ら下げています。昨

年５月に、村長の結

婚式のためにわざわ

ざマニラに出て来た

時にも、正装の腰に

はやはりいつもの鍵や小道具が重そうにぶら下がって

いました。

　1996年3月、私がターラックに着任し、ベニーおじ

さんのバランガイの村落協同薬局（一般薬局の無い地

域で､主にヘルスワーカーを訓練して、処方優に基づ

いた安価な薬剤を販売する仕組み）を訪れた際､建物

の裏にコンクリート製の土管数個を見つけ､これらは

何をするものかを尋ねたところ、トイレを建設すると

きに土中に埋めるものだと教えられました｡しかもそ

れらは村落協同薬局のメンバーがペニーおじさんの技

術指導で作製し､バランガイの人々に安く販売してい

るとのことです。価格を聞くと１個80ペソ（約240

円）。一般の販売店では約200ペソで販売している。ト

10　/X/W£Mかru/ /999.4

イレを１ケ所建設するのに、３本の土管が必要だそう

です。セメント1袋が70ペソで、それから土管（直径

約60cm、高さ約60cm）が３本作れます。なかなかよ

い生計向上事業だと思いました。

　1998年7月、我々のプロジェクトに新たに２名の専

門家が加わりました。そのうちのｰ人､佐藤祥子さん

の任地､バタアン州を訪れ、マニラ湾沿いの漁村でのf

NGO活動を視察した際、地元の人より、約50％の家

にしかトイレの

無い我々のバラ

ンガイにトイレ

用の土管を寄付

してくれとの要

望がありました。

私は、ベニーおじ

さんのバランガ

イの事を思い出

し、土管作りの技

術移転企画を考

えるようになり

ました。それから

間もなく、私白身

の新しい任地であるブラカン州のカルムピット町で活

動しているＮＧＯを訪れ、同じようにトイレの普及率

50％の地区がある事を知り､住民がトイレの重要性を

認識していることを確かめた土で､今回のセミナー開

催ということになりました。

　さて当日は､村長の歓迎あいさつに始まり、町会議

員、ＮＧＯの代表、そして私の後、本日の講師、ペニ

ーおじさんにマイクが渡されました｡おじさんの話の

長いこと長いこと。自分のバランガイの事、土管の

事、まだまだ続きます。マイクを握ったら離さない人

だったんだと気付き､助手役の同じバランガイの青年

に耳打ちしてもらって､やっとべ二－おじさんのあい

さつは終わりました。さて、いよいよセミナーの開始

「



・４をｌ
琳進一iヽ;･

･叱吟･こ4み込jL｀

tセー

　　です。大きな黒板も用意され、概要の説明から

　　かな、と思いきや、ぺ二－おじさんと助手の二

　　人は黙々と土管の枠を作り始めました。講師が

　　何も言いませんから、受講者は見ているよりは

●かはありません。［あの、べ二－おじさん､受講

　　者に説明してあげて下さい。そして彼等にもや

　　らせてドさい］とお願いして、やっと受講者の

　　数人が材木の切り方や、それを釘でトタンに打

　　ち付ける事を教えられました。ペニーおじさん

　　はいわゆる「職人」ですから、弟子に教えるこ

　　とはあっても、同時に多数の人に手順を踏んだ

　　指導をすることには慣れていないようです。そ

　　れでも作業の一段階を何とか手短に説明した後

は、やはりまた職人にもどって、枠の内側にぱ“白‘　-

　　める鉄の輪が真円になるように、ハンマーでカンカ

　　ンと、１ｍｍの差を追求しています。枠に流し込んだ

　　コンクリートの縁が少し沈むように、大きなフライ

●返しの様な道具で細かく削り取ったり。実に熟練し

　　た職人芸です。

　　　受講者の中に一人、非常に積極的にペニーおじさ

　　んに指導を受けている22～23歳の青年がいました。

　　彼にベニーおじさんの技術のいくらかでも伝授され

ることを願いながら１日がかりのセミナーを終えまし

た。保健衛生活動は女性に多くの部分が担われていま

す。我々のプロジェクトも女性（妻・母親）を主な対

象にしてきました。最近は家族計画に夫を、母子保健

に父親をも参加させようと、その機会を探ってきまし

た。今回のセミナーが、保健衛生活動への父親（トー

サン）たちの参加の一助となるか、今後のバランガイ

の人々の動向を追っていきたいと思っています。

おみやげ･喫茶･お食事

岡山駅名店街
a一季ﾌﾟ:i･¥‘“

岡山駅2F新幹線改札口前

zUf/)Aルama/ 7999.4　11
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第２回ＮＧＯカレッジ報告

　1998年度のNGOカレッジは、昨年７月の基礎（基礎知識の習得）

コースとして、基礎理念、基礎知識､NGO人材育成と組織マネージ

メント、ケーススタディの講座を行うとともに､今年２月の実践（実

践的かつ専門的な知識の習得）コースが行われ終了した。また、海

外における協力活動の実際を見学するため、フィリピンヘの海外ス

タディツアーも昨年８月に実施された。特に実践コースでは、受講

生の皆さんより「６つのプロジェクトに分かれてシュミレーショ

ン・トレーニングを行い、プロジェクトを推進していく上で生じる

問題点の把握や、その解決の于･法など実践的なノウハウを学ぶこと

ができた」と大変好評だった。

１）財団法人ジョイセフ・自立支援　：

　　　　　　リプロダクティブ・ヘルス・プロジェクﾄ

２）幼い難民を考える会・保育、教育：

　　　　　　保育支援プロジェクト

３）埼玉県･JICA ・保健、衛生　：

　　　　　　プライマリーヘルスケア・プロジェクト

４）財団法人オイスカ・農村開発：

　　　　　　海外研修センター設立プロジェクト

５）ＡＭＤＡ・医療：

　　　　　　子ども病院建設プロジェクト

６）ＡＭＤＡ・保健医療、自立支援：

　　　　　　難民緊急救援及び地域開発援助プロジェクト

12　AA＃Ｍおr,�/999.4

大学で得ることのできない

貴重な経験

由ド　望(大阪市)

　自分は大学で国際関係を中心に

勉強していますが、常に実際の現

場とかけ離れた論理を勉強してい

るような気がしていて、何か自分

としては物足りない気持ちをもっ「

ていました。そのような中で大学

の依田浦教授に勧められて参加し

たのが昨夏のNGOカレッジ基礎編

であり､今回の実践網でした｡大学

で習うこととは違った何かを吸収

し､感じたいと思い､前回そして今

回､参加しました｡そういった意味

で前回も得るものは多かったので

すが､今回のＮＧＯカレッジ実践編

は自分にとって新鮮なことが多く

て、非常に有意義な時間を過ごす

ことが出来たと思います。

　具体的に､自分が得たもの､参加　ｒ

してよかったと思うことを大まか

に３点挙げたいと思います。

　まずは、実際に現場で活躍して

いる大、または活躍した大の話を

聴くことが出来たことです｡将来、

国際協力関係の進路を考えている

自分にとって、現場というものは

切っても切り離せないものになる

と思います｡また､実際そうでなけ

ればならないと思っています。話

を聞くことによって、現場から何

もかも始まっているという印象を

強く受けることが出来ました。こ

れからの学習を進めるにあたって、

モチベーション面でのよい刺激に



１

ｉ

　　なりました。

　　　２つ目は、グループ内でさまざ

　　まな年齢、さまざまな経験の人た

や　ちと同じものに取り組むことが出

　　来たということです｡大学では、ョ

　　コのつながりが太く、タテのつな

　　がりで何かしようというようなこ

　　とはほとんどありません。勉強す

　　るのはほとんど同じ年齢のョコの

　　つながりの人です。クラブという

　　ものがありますが、これは先輩後

　　輩という特殊なタテの関係で、今

　　回、自分が感じたものとはまた達

　　うものです。今回のＮＧＯカレッジ

　　で、このようなタテのつながりの

　　人だちと『同じ土俵』で作業が出来

　　たことは、自分にとってすごく新●

鮮で、これからの学習の刺激にな

　　り、また、自信にもなりました。

　　　最後は、PCM手法をかじったと

　　いうことです｡はじめは､何を目指

　　しているのか分からず、全体像が

　　見えなかったため戸惑いましたが、

　　プロジェクト作成作業の終盤にな

　　って、やっと、その一貫性､論理性

　　を目指した意図が分かりました。

　　このように、一貫性と論理性を特

　　たせるということはごく当たり前

　　のことなのに、何かをする時はそ

　　のことを、見失ってしまいがちで

　　す。ものごとをする時に、この手法

　　にしたがった考えをもとにすると

その当たり前のことも見失うこと

はないということを、身をもって

感じることが出来ました。これか

らの自分にこの手法をフィードバ

ックしていきたいと思いました。

　このように、大学では得ること

の出来ない貴服な経験をさせてい

ただいたわけですが、これからも、

残り少なくなった大学生活で、あ

らゆる機会を活かしながら自分の

夢に向って前進していきたいと思

います。どのような中にあっても、

現場の目、ＮＧＯ的な視点はいつも

持っていきたいと思います。

　継続性の大切さを|

学んだ

　賀谷秀幸(広島市)

　「ＮＧＯカレッジ？」　『ＮＧＯカ

レッジ』のパンフレットを見て、

「ＮＧＯ」および「カレッジ」という

言葉に対するアレルギーのような

ものが私の心にふつふつと涌いて

きた。

　ＮＧＯという言葉が一人歩きして

いる。マスコミの報道によってプ

ラスイメージを与えられながらも、

私には理解できない言葉として今

も私の心の中にある。なぜなら日

本語でわかりやすく説明できる白

信が、私自身も小さなＮＧＯに関わ

りながらもいまだにできていない

からである。また、「カレッジ」と

はどういう意昧なのだろうか。

　そんな疑問を持ちながら、今回

私は参加させていただいた。

　シュミレーション研修では、カ

ンボジアの保育支援プロジェクト

のグループだった。一番衝撃的だ

ったのは、カンボジアのポルポト

政権時代に多くの知識人が虐殺さ

れた事実だった。人を育てる人た

ちがいないという社会､また､家族

の親子関係等が伝統的なカンボジ

アの歴史において大きく崩壊して

いっているということの悲しさに

胸が傷んだ｡講師の［幼い難民を考

える会］の関目先生からカンボジ

アの現状を伺うにつれて、私の心

の中には、「私にはどうやって現地

の人々の気持ちの中に入って、目

の前にある問題を一緒に解決して

いけばよいのだろうか」という複

雑な気持ちが強くなってきた。

　私を含めた５人のプロジェクト

の参加者は、シュミレーショント

レーニングのPCM手法に沿った形

でプロジェクトをつくりあげてい

った。［現地の人々にとってこのプ

ロジェクトを実施することは幸せ

につながるのだろうか｡］という同

じグループの山下さんの最初の言

　　　　　ルWM/ama/ 7999.4　13



葉が今も胸に残る。シュミレーシ

ョンでは､現地の人々の価値観､人

生に対する幸福観は、はっきり旨

ってわからない。やはり現地で悩

みながら、人々の声に耳をすませ

て聴くことが必要なのだろうと、

今でも強く思う。そうでないと､い

つまでも援助する側と援助される

側の構図は変わらないのだから。

目線を同じ高さにおくことの難し

さは、10年前のブラジルの奥地で

のわずか一年間の経験からも感じ

ている。自分の生れた日本という

土地の風上･環境の中で(いやそこ

からの視点でしか始まらないのか

もしれないが…)、対象国の人々を

見てしまう危険性を私も持ってい

る。

　また、今回参加してみて、[継続

性]の大切さを講師の方から私は

学んだような気がする｡それは､現

地の人と共に学び続けること、希

望を持ってよりよい方向に生活が

向うよう一緒に歩み続けることな

のかもしれない。人と人がつなが

ること、違いの豊かを認めること、

理想論であるかもしれないが、

｢人｣として基本的な事を継続して

ゆくことがNGOであれ､地域社会

の活動であれ大切なことだろう。

講師の方のとても穏やかで明るい

人柄の中にも熱い｢何か｣を感じた

のは私だけだろうか。

　平凡なサラリーマンである私か

ら見ても、今回のシュミレーショ

ン研修は、大変学ぶことが多かっ

た。しかし全体の発表の中でも述

べられていたように、資金集めの

問題や対費用効果および現地の人

々による評価については、わが国

のＮＧＯの抱える大きな課題だろ
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う。それらを乗り越える「知恵」を

身に付けて行かなければ…。

　もう一度ＮＧＯ活動に関わろうと

している私の原点は、何なのかを

確かめる研修であったような気が

します。

一人が人としてつながることー

　関係者の皆さまに深く感謝いた

します。

人生、他人の役に立てたら

一層楽しいはずである

坂井　　章(広島市)

　私の若かりし頃に［知恵と勇気

の子…］のヒーローがテレビ画面

で活躍した頃をふと思い出し、素

直な気持ちでＮＧＯに参加すること

の重要性を顧みた反面、「知恵」と

いう素晴らしいものの必要性を更

に強く認識した今回のＮＧＯカレッ

ジでありました。

・個性豊かな参加者が小グループ

　を編成し、設定されたテーマに

　対し、各人の経験と思いを議論

　し･情報を集め･研究し･検討す

　る。

･発表会においては､厳しい質問や

　なるほどと唸らせる発表内容。

・講師の方々の講評・好評・高評。

　自分のグループが一番良かっ

た？？？との自己満足。楽しい集

結でありました。人と人との間を

｢信頼感という綱｣で結ばれたま～

るい輪。

　｢すべての人々の幸福感の向上に

むけて｣というような高次元のレ

ペルよりは｢困っている人がいる

から、何とか行動したい｡レ‥スー

パーマンのように一気に解決でき

るわけではありませんが、一歩一

歩進んで行く活動（ときには素早

く）…でも…自分の満足感は十分

昧わえる（廿い昧･苦い昧･辛い昧

…）活動は何と言っても面白い感

じがします。

　いま地球上で起こっている様々

な問題…民族間の争いなど、「人が

造りだした問題」や自然界が怒っ

て「人類に対して､地面を揺るがし

地割れを起こし､大雨を降らし､洪

水を起こし、災害という警告」ま『

だ、地球規模での人類における人

目問題…。

　現実を知れば知るほど「何かし

なければ」の思いが深まる時代の

中で、小さな自分をどうすればい

いのか？…な～に、ぼ～とした人

生でも良いのではないか。…いや、

何かした方が面白いよ。

　人生面白いほうが楽しいに決ま

っている。ならば､少しでも他人の

役に立てたのならばより一層楽し

いはずである。

　今回のＮＧＯカレッジには、目標

をしっかりと掴み、一直線に力強

く活動を行っている方々が多く参

加されていました。その人達から

少しずつエネルギーを分けていた

だいて､大変満足しました私です。

さあ！やってみようじやありませ

んか！

ＰＣＭ手法:PCM（Project　Cycle

Management）法　　完全な技術開発や

技術供給を推進するために特定技術の有

効性・安全性・普及性・経済効率・倫理

面等の（事前）評価法。国際保健医療分

野で頻出する評価・調査法の一つをい

う。（はばたけ！ＮＧＯ・ＮＰＯ第３章

国際貢献・協力のキーワードより）

「
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ダイジェスト

第２回ＮＧＯカレッジでの講議をテープ起こし

したものをダイジェストで紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト部抜粋）
国際ボランティア基礎理論：市民による国際協力の現状と課題

　　　　　　　ＮＧＯ活動推進センター　　伊藤　道雄

＊ＮＧＯを取り巻く環境

　もしNGOという言葉の内容を市民

性を持ちボランタリー性を持つ国境

を越えた課題に収り組んでいる団体、

非政府、非営利の団体として定義付

ければ、日本にはそういう市民活動

団体は約450ぐらいあります。こうい

う団体がどのような地球社会と対峙

しながら活動しているのでしょうか。

　世界の人口が1994年現在で55悟５

千万人ということです。より最新の

データではおそらく58悟人ぐらいに

なっていると思われますが、一一応

1994年･のデータをもとにお話します。

　世界の国民所得が25兆ドルに達し

ています。その配分の状況は､先進国

といわれる国々の総人口12.2悟入（22

％）の国民所得が20.7兆ドルを占め、

開発途ﾄ国といわれる国々の総人口

43.3他人（78％）の国民所得は4.3兆

ドルなのです。もう少し解りやすく

いえば､例えば世界の人目が5人とし

ます。そして５人の所得が100万円と

します。その100万円の分配が、先進

国（20％）にあたる１人に80万円、あ

との開発途上国にあたる４人に20‾万

円となっているわけです。　しかし４

人をもう少し細かく分析しますと、

１人が10万円、残り３人が10万円を

それぞれ3.3万円ぐらいずつもらって

いるという状況なのです。そこで先

進国が1960年代から援助を始めたわ

けですが､援助をした結果、この貧富

の格差はさらに大きくなってしまい

ました。データによると、1960年には

最下位の最貧困層の人たちが占めた

国民所得は2.3％だったのに（ちなみ

に最富裕層の占めた国民所得が70

％）、1991年には最貧困層の占める割

合は1.4％にﾄﾞ落してしまったのです。

同じ年の最富裕層の割合は85％に跳

ねＬがったのでした。 15％もLがっ

ています。さらに1994年には最貧困

層が1.1％、最富裕層が86％となった

のです。これが世界の現状なのです。

　最近グローバル化という旨葉が氾

濫しています。その言葉そのものは

地球化､世界化という意味です｡身の

周りを見渡せばほとんどの製品の原

材料は海外から来ている。テレビを

見れば世界のニュースが入ってくる。

アジア、アフリカにすぐ飛んで行け

る。全てがグローバル化しているわ

けです。特に経済のグローバル化は

凄まじい勢いで進んでいます。多国

籍企業が生産から販売まで支配し、

地球社会が一つの市場になってしま

っている、経済圏に入ってしまって

いるのです。そういう状況が進んで、

その結果おそらく富は行き渡るであ

ろうという期待があったのですが、

あに図らんや逆になってしまったの

です。

　開発途ﾄ国の中でもグローバル化

の波に乗った大だちと、乗れなかっ

た大たちがでてきたのでした。例え

ば東南アジアでも、ＭＢＡを取って

ハーバードやエール大学などで勉強

してきた人たちは帰国して外資系の

企業に就職しました。チャンスを与

えられた人たちはどんどん仲びてい

きました。しかしそうでない人たち

はどんどん貧しくなっていきました。

外資系の企業が進出して来れば農村

から都市へ人々が流入し、そこで職

にありつけなかった大たちはスラム

を形成していく。違法な居住地区が

たくさん出てくるのです。そこでは

住民登録などしていませんし、行け

るような状況でもないから子どもた

ちは学校にも行かない。このように

してますます貧富の差が激しくなっ

てきたのです。

　１日１ドル（約140円）以下で生活

している大たちは世界で13悟大くら

いいます。 1987年には12悟入でした

が、1994年には13悟大に増えてしま

いました。安全な水が飲めない人た

ち、いわゆる赤痢菌がいるとかどん

な菌がいるかわからないような川の

水や井戸の水、あるいは溜まった水

しか飲めない人たちは10侵人いる。

55侵５千万人のうち10侵入は安全な

本が飲めないのです。さらには1日の

食料の確保が借ならない人たちが8侵

4千万人｡読み書きのできない人たち

が10侵人。小学校教育を受けられな

い子どもたちが1侵1千万人。貧しい

が故に労働しなければならない子ど

もたちは14才以下が７千３百万人も

いるのです。

　因みにこれも1994年現在ですが、

世界のトップの資産家358人が所有す

る総資産額が７千６百侵ドルですが、

世界の貧しい人たち25侵人が持つ総

資産と同じなのです。凄まじいデー

タはたくさんありますが、こういっ

た状況の中で、日本人はいったいど

んな生活をしているのでしょう。台

所を見れば残ったゴミの３割は食べ

残しです。紙の使用量は例えばカン

ボジアの人だちと比べれば1T倍の紙

を使っています。水も貧困な人たち

の数百倍近い量を使っています。特

に私たちが認識しておかなければな

らないのは日本ほど世界の資源を食

い荒らしている国はないということ

です｡OECDが発表しているデータで

すが、日本の穀物自給率はわずか30

％に対して､他の先進国は､例えばフ

ランスは221％､アメリカは109％、ド

イツは106％､イギリスは105％と、自

給自足を行っているのです。すなわ

ち日本は世界の土地を農地化して日

本に輸入しているにもかかわらず食

べ残しがあるという状況です。エネ

ルギーの自給率も、日本はわずか９

％です。これも先進国では最下位で

す。オーストラリアは167％、カナダ

は134％、ロシア122％、中国109％、

アメリカ85％。つまり日本は世界の

資源に依存しきっているのです。

　＊日本ＮＧＯの現状

　こういった地球社会がある中で、

ＮＧＯと呼ばれる市民団体が立ち上が
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りつつありますぃ今まで国家が対処

してきた環境問題、地球温暖化の問

題、大気の汚染、オゾン層の破壊、国

家単位ではもう対応できなくなって

きています。地球全体がまとまらな

ければならない状況が生まれてきて

います。そしてもうｰつは経済成長

iﾐ義に対する反省。経済のグローバ

ル化、金儲け主義そのものが環境を

悪くしてきているのです。ひいては

人身まで退廃させているという状況

があります。こうした背景に心ある

市民が匝Ｗ中で茫ちllがったのです。

アメリカでもヨーロッパでも、そし

て遅まきながら日本でも。そういっ

た市民活動団体をＮＧＯとかＮＰＯと呼

んでいるわけです。

　ただ問題はそう簡単にはいきませ

ん。歴史は行きつ戻りつするものな

のです。結局日本でもｰ時ＮＧＯが

騒がれましたが、今やバブルが崩壊

してＮＧＯ自身のバブルも崩壊してし

まい、現在戸惑いの状態に入ってい

ます。

　このＮＧＯの状況もデータ的に紹介

しますと、先に市民による国際協力

活動団体は約450団体あるといいまし

たが、その団体の多くは教育と保健

に関わっています。その他は農村開

発、農業開発、地場産業の育成、女性

問題、環境問題と、多種多様です。

　日本のＮＧＯは1lt界100カ国で活動

しています。そのうちアジアで80％

の団体が関係しており、一番多いの

はフィリピン、タイ、ネパールで、そ

れぞれ約50団体が活動しています。

　また担い１も大きく分けて5つのパ

ターンに分かれます、一つ目は宗数

的背景を特った人たちです。こうし

た活動は倫理観がなければならない。

倫理観を裏づけるものは宗教心とい

うことで、歴史的にも宗数的背景を

特った人たちが多かったのです。最

近は20％くらいに下がっていますが、

60年代は非常に多かった。二つ目の

グループは若い人たちです。青年の

情熱を表現するようなグループです。

三つ目は多少時間がある人たちです。

企業を退職した人だちとか、家庭の

主婦たち、特に子育てが終わって時

間ができた母親です。すなわち生活

にゆとりがある人たちです。四つ目

のグループは専門職を背景とした人

たちです。医者、弁護IJ、教員、特に

16　A財政4./rJljry7�/999.4

医者を中心にしたＮＧＯが最近多く

なっています。五つ目は企業に勤め

ている人たちです。企業に勤めなが

ら上曜日、日曜日あるいは夜に活動

するグループもあります。

　ＮＧＯを支える人数ですが、有給で

専従で活動している人が国内では690

名、海外にスタッフとして出ている

人228名。ｲf給であってｰ週間に４日

以内の人､パートで慟く人が321名で

す。その他はボランティアとして何

Ｔ名、もしかしたら何万名もいらっ

しゃると思います。

　活動資金をどのように集めている

かということでもいくつかのパター

ンに分かれます。一つは会費収入で

す。団体の目標に共鳴する人たちに

会員となってもらうのですが、会員

数も日本全国で34万人から36万人と

もいわれています。しかし１万人以Ｌ

の会員を抱えているのは5､6団体で、

大乍は平均2､300人です。二つ目の収

入源は個人､企業､団体等からいただ

く寄付です。{つ目は民間財団の助

成金、四つ目は国際ボランティア貯

金｡五つ目は行政からの補助金。そし

て最後の収入源は乍業収入です。

ＮＧＯそのものが事業をしながら収入

を得ている。我々ＮＧＯ活動推進セン

ターも｢NGO Diredory｣を出版し､販

売しています。またセミナーを開催

して参加費をいただいています。　日

本の状況は会費が全体の36％、寄付

25％で、まだまだ補助金や委託金の

ようなのは10％から15％です。　217

団体の統計による収入は196億円で

す。 196億円日本国内から集めている

のですがピンからキリまでありまし

て、･つの団体で39億円くらい収入

がある団体もあります。　トップ10団

体くらいが日本のＮＧＯが集めたお金

の7、8剖を占めており、大半はまだ

まだ数白‘万円、数千万円の世界なの

です。

　＊ＮＧＯの抱える課題

　課題をリストアップすると、一つ

目は活動資金です。活動資金として

事務管理費つまり人件費と事務所代

です。これが非常に困難です。ニつ目

は人です。今、NGOには専門性が必

要とされています。同じお金を使っ

てどれだけ成果が上げられるのか、

企業では効率が追求されますが、

ＮＧＯの場合緊張感があまりない。だ

から汗水流して現地へ行って、1､000

万円かけて１基の井戸しか掘れなく

ても喜ばれてしまう現実がある。　し

かしながらいつまでもそんなことも

旨ってられない。 ＮＧＯにおいても嘔

業の効率と成果が求められるように

なってきているのです。そういった

意味でも専門性が要求されつつある

のです。ボランタリ精神も必要です

がターゲットとするテーマに対して

専門能力を持っていなくてはいけな

いということが二つ目の課題です。

二つ目は市民組織間のネットワーク

です。ＮＧＯ同士もっと連結する必要

性があります。これは活動国のロー

カルＮＧｏとも同じことがいえると思ｅ

います。協力関係をもっともっと強

めていくべきなのです。そして最後

の課題は政府、自治体がＮＧＯと接点

を特とうとしています。そこで政府、

自治体とどういう関係を特っていく

かということがＮＧＯにとって大きな

課題となりつつあります。

　すなわち政府、自治体と良きパー

トナーと成り得るかどうか。これは

まだまだ大きな課題を含んでいます。

というのはＮＧＯと行政の性格という

のは基本的に違うところがあります。

行政は公平中立を掲げなければなり

ませんが、ＮＧＯは必ずしも公平中立

ではありません。特定なグループに

非中立的、不公平に援助していくの

ですから。このかなり性格の違う両　。

者が一緒になるときにはどういうこ

とが起きるかという問題があります。

その他にもお金の関係があります。

要するに補助金をもらうときに行政

の性格を持っていますからＮＧＯが柔

軟に使えません。それを行政がどこ

までＮＧＯに合わせるのか、あるいは

ＮＧＯが行政的な方向に引っ張られて

いくのかというような課題がありま

す。また国際協力を考える場合に一

緒になって制作対話ができる場があ

るか、一緒になって考えられること

ができるかどうかという課題もあり

ます。行政が用意してＮＧＯがお客様

扱いされる場合があるのです。いず

れにしてもＮＧＯと行政が共同事業を

行っていける方向をみつけ出さなけ

ればならない大きな課題がＮＧＯにも

政府、自治体にもあるのです。
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国際協力のわ

　　　　　　　　　　　　◇

広島大学教育開発国際協力研究センター研究支援推進員

元青年海外協力隊ホンデュラス算数プロジェクト隊員

　　　　NGOカレッジ受講生　西原　直美

　　　1999年１月17日午後１時、名古

　　屋駅ハイビジョン前に16人から成

　　るひとつの輪ができました。中米

　　ホンデュラスの小学校で慟いてい

　　るアンヘラ先生が、昨秋中米を襲

　　ったハリケーン“ミッヂのビデオ

　　を抱えて一次帰国（？）したのを機
参会に全国から集まった16人です。

　　この16人がなぜにここに輪を作っ

　　たか、をこれから紹介しましょう。

　　　アンヘラ先生は、ホンデュラス

　　で伝統的に行われている記憶中心

　　の算数指導に疑問と限界を感じ、

　　ホンデュラスの先生と青年海外協

　　力隊が共同して進めていた算数プ

　　ロジェクトのセミナーに参加。

　　1997年一隊員の推薦を受け、プロ

　　ジェクトリーダーとなるべく10ヶ

　　月間、岐阜県教育センターで研修

　　を受けました。（③）

　　　青年海外協力隊員は各自の協力

　　事業の効果的・効率的推進を目的●

に、カウンターパートを海外研修

員として推薦することができます。

受入の是非は海外研修員受入事業

を行っている県次第ですが、西語

圏内からの英語を解さない研修員

の受入は対応が難しいからという

理由で、非常に難しいのが実情で

す。そんな中で、1991年以来７名

もの算数プロジェクトからの研修

員を受け入れている岐阜県は異例

だといえるでしょう。このような

国際協力事業の実現は、受入現場

のスタッフによるところが大きい

のです。このスタッフの一員とし

て長年、公私にわたり研修員を支

えてきた元岐阜県教育センターの

職員一名、そして、8人目の研修生

レオネル先生の姿もこの輪の中に

ありました。(②、①)

　10ヶ月の研修はどの県でもほぼ6

月に始まります｡８月にげっそり痩

せてしまっていたリタ先生も、元

気に受入先の神奈川県国際研究セ

ンターからかけつけました。神奈

川県における教育分野での受入研

修員の草分けだった彼女は、研修

計画を立てる時点から苦労の連続。

神奈川県内に住む元算数プロジェ

クト隊員(彼女の推薦者)の助けを

借りて、デスクワークに偏らない、

教育現場とのアクセスを可能な限

り盛り込んだ研修を進めることが

できたようです。研修員のサポー

トは研修のみならず生活面にも及

ぶので、家族ぐるみの付き合いに

なるのが常ですが、それを実証す

るかのように、サポートしてきた

元隊員と、その家族､２つの笑顔が

輪の中で輝いていました。(⑦､④、

⑧)

　研修期間も残すところ2ヶ月とな

ると、最終報告書の構成について

相談に余念がありません。彼女の

相談相手は、広島大学附属東雲小

学校で研修に励んでいるデルミ先

生。彼女は同校受入３人目の研修

生｡従って､受入現場の人々の対応

や研修計画も１人目､2人目の研修

員たちの涙と闘いの下に築き上げ

られています。しかも教育指導研

究の最先端にある附属小学校で日

々研修を積んできたことから、目

的達成ラインに最も近づいている

といえるかもしれません。そんな

彼女の目から吐き出されるものは、

ハリケーンによって自分が知って

いるホンデュラスとはまったく遣

う現実を見るのは怖いけれど、早

＜帰国してホンデュラス〈教育〉再

建の、算数プロジェクト継続の力

になりたい、ということばかりで

す。（⑤）

　そんな元気いっぱいのデルミ先

生ですが、来日後の２ヶ月間は毎

日、筆者が宿泊先の中国国際セン

ターを訪れるのを待っていたので

す。英語で進められる日本語研修

で受けるフラストレーションと疎

外感は相当な精神的負担になって

いたのでしょう。　１日の出来事を

ただ間くだけという作業ですが、

自分の言葉で思いきり表現できる

喜びは何物にも代えがたいもの、

それが心の拠り所となるのです。

私ども２人は広島から手を取り合

って（むしろ、筆者が引きずられ

て）名古屋駅での輪に日帰り参加

したのです。（⑩）

　岐県県での歴代研修員の心の拠

り所となってきたのは、名古屋に

住むやはり元算数プロジェクト隊

員、そして岐阜に住む元ホンデュ

ラス音楽隊員です｡彼らは､何の義

務感にも縛られず１弁当で６年に

わたって、着かず離れずの研修員

たちの心の拠り所となってきまし

た。国際協力事業を草の根レペル

で支えているのは、自然に湧き出

す、濠み出すボランティア精神で

す。（⑥、⑩）

　その彼らが連れてきた２人の新

しい仲間が輪の広がりを大きくし

ていました。うち１名は､元青年海

外協力隊ニカラグア派遣隊員、そ

してもう１人は、４月から始まる２

ヶ月半の派遣前訓練終了後、算数

プロジェクト隊員としてホンデュ

ラスに派遣される予定の青年海外

協力隊候補生です｡新しい顔､なじ

みの顔､先が見えず不安な顔､何か
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を得た満足顔、求める手に差し出

す手、この輪の中には数年間の確

かな歩みが見えました。（⑩、⑩写

真外）

　そして､後者として､算数プロジ

ェクトで共に苦労した仲間、懐か

しい出会いと新しい情報を求めて

東京、千葉そして大阪から参加し

た３人を数えれば、合計15名。

（⑨、⑩、⑨）

　そして16人目、この集まりを企

てた、ホンデュラス算数プロジェ

クト初代リーダーは、いつものよ

うに静かに輪を眺めていました。

この集まりを算数プロジェクト同

窓会と呼びましょう。実は算数プ

ロジェクト同窓会は今回で２回目

を数えます。前回は1995年３月に

やはり初代リーダーの調整で開催

されました。筆者は、19-95年６月

から本プロジェクトのシニア隊員

として２年間、プロジェクト第１

フェーズの評価と第２フェーズの

計画立案にかかわりましたが、そ

の活動期間中の大きな支えの１つ

にこの同窓会がありました。とか

く入り込みがちになる視点を、外

部から指摘されることで修正する

ことができたことが最も大きな支

援となりました｡従って､本同窓会

は算数プロジェクト国内支援委員

会とも呼ぶことができるのです。

このような、海外で行われている

国際協力事業において国内支援委

員会を持つことは、大変意味があ

ることなのです｡残念なのは､これ

がシステムとして確立していず経

済的支援もないことです。（⑨）

　以上16名が、名古屋駅ハイビジ

ョン前に作った輪は、ホンデュラ

ス算数プロジェクトを介した大き

なボランティアのわといえるでし

ょう。

　では、ホンデュラス算数プロジ

ェクトとは、これを少しご紹介し

ましょう。
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①岐阜県教育センターで研修中のレオネル先生
②元岐阜県教育センター職員

③昨年の研修生、アンヘラ先生

④神奈川県在住元算数プロジェクト隊長
原広島大学付属東雲小学校で研修中のデルミ先生　　　　　　　　　　　　　　⑧
⑥名古屋在住の元算数プロジェクト隊員　　　　　　　　⑩　　⑩　　　　　　　　⑦　　⑤
⑦神奈川県国際研究センターで研修中のリタ先生紬　　　励　　⑩　⑨

⑧神奈川在住の元隊員の家族　　　　　　　　

白

⑨大阪在住の元算数プロジェクト隊員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
⑩千葉在住の元算数プロ｀ｪｸﾄ隊員　　　　　　　①　　　②　　③　

千

社初代算数プロジェクトリーダー
愉筆者

⑩岐阜県在住の元ホンデュラス音楽隊員
⑩東京在住の元算数プロジェクト隊員

　ホンデュラス算数プロジェクト

は、教育分野での協力隊個別活動

では人づくりの効果は上がりにく

いという反省の下、1991年同国文

部省との協約を得て、小学校教員

の算数知識と算数指導技術を向上

させることによって、児童の算数

学力を高めることを目的に始めら

れた隊員グループ協力活動です。

特長は、隊員がグループ形式で活

動することにより、より大きな活

動インパクト･結果(教材の作成な

ど)が得られること､人づくりのよ

うな長期間の活動を必要とする教

育分野において、歴代の隊員が教

員の費成にあたれるのでリーダー

養成が可能になり、持続可能なプ

ロジェクトを構築できること、な

により、主とした担い手が現地(被

援助国)の教員なので協力効果が

ダイレクトに得られることです。

しかし、草の根事業の難点も持ち

合わせており､活動の後援く経済的

支援〉が不安定で､活動経費は殆ど

「

各教員のポケットマネーに頼らざ

るを得ません｡反面、これが算数プ

ロジェクトで活動を展開している

先生たちのすごいところで、セミ

ナーを開き、授業観察で学校を訪

問し､研究会を開催したり、さまざ

まな活動をボランティアでやって

しまうのです。すでに６年以上がﾀﾞ゛-

経過していますが、筆者の初めて

のセミナーに参加したある小学校

教員が「今の子どもたちに私たち

と同じことを繰り返させてはいけ

ない」とつぶやいたその言葉が､何

をするときにも頭の中で警鐘を打

つのです。さまざまな人の尽力と

協力で、日本での研修を終えた算

数プロジェクトカウンターパート

はすでに16名を数え、現在ホンデ

ュラスで算数プロジェクトの地域

リーダーとして活動を展開してい

ます｡そして､元算数プロジェクト

隊員は文字通り北海道から沖縄ま

で全国各地に36名、算数プロジェ

クトの絆でつながっています。
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　　　あなたのちからを必要とする人たちがいます

市民と市民の助け合いが21世紀の平和な生活を創ります！

岡山県に本部を置＜AMDA（アムダ）は、1984年に設立以来、海外（アジア、アフリカ、

南アメリカ）、国内において様々な医療救援活動を行っています。

　　　　　　　　　　海外活動

１）緊急救援活動　『困ったときはお互いさま』

　難民や自然災害避難民の救援をできるだけ俊敏に行うため、

アジア、アフリカ、南アメリカの国々の医師達で「AMDA多

国籍医師団」を組織し、世界各地で緊急救援医療活動を行う。

２）地域開発活動　『21世紀に生きる子ども達に平和な生活を』

　開発途上国において､子ども病院等の病院建設を行い診療活

動を､あるいは無医村への巡回診療活動を主とし､保健衛生教

育、自立支援教育等も行う。

　　　　　　　国内活動

１）地域防災民間緊急医療ネットワーク

　日本医師会、全日本病院協会、自治体等

と協力して国内での災害医療に対する緊急

救援活動訓練を行う。

2）JANAN（日本ＮＧＯ ／ＮＰＯ協議会）

　市民団体と地方自治体が連携して国際交

流・国際協力活動を推進するための共同プ

ロジェクトを組織し活動する。

　現在、約40のプロジェクトを行っていますが、活動の種類としては２種類あります。

１）緊急救援活動と、２）地域開発活動（インドネシア、カンボジア、フィリピン、インド、ミャンマー、ア

フガニスタン、バングラデシュ、ネパール、ジブチ、ウガンダ、ザンビア、ケニア、ルワンダ、ボリビア、ペ

ルー他）です。

　緊急救援活動は救援医療活動と救援物資配布活動があり、緊急時に短期的な活動を行います。また地域開

発活動は開発途上国の生活改善を目的とし、長期的に診療活動や、保健衛生教育を行っています。ニーズに

応じて病院や学校の建設も行っています｡新しい活動として女性の自立支援のために職業訓練や具体的自立

のための少額融資を開始しました。

　活動は常にAMDA本部からの派遣スタッフと２１カ国にあるAMDA支部からのインターナショナルスタ

ッフが協力しあって活動しています。

＊あなたもAMDAと共に国際協力しませんが＊

左記プロジェクトヘのご寄付は

１～５の名称をご記入の上、

お振込下さい。
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ＡＭＤＡの開発途上国での様々な活動を継続させるためには非常に多くの資金を必要とします。

どうぞAMDAの活動内容をご理解下さり、皆様からのご支援、ご協力をお願い致します。

AMDAは皆様一人一人の善意を大きな国際協力の力として開発途上国の人々、子ども達に届けます。

　　　　１、子ども病院建設プロジェクト

２、自立支援プロジェクト

３、地域医療プロジェクト

４、地域開発（生活改善）プロジェクト

５、緊急救援プロジェクト

　　●寄付送付先：郵便振替　　口座番号　０１２５０－２－４０７０９　口座名　AMDA

　　　　　　　　　第一勧業銀行岡山支店（普通）１８１６９４７　　　　口座名　AMDA

皆様からのご寄付に対して、課税優遇措置を受けることができます。詳しくはAMDA本部までお問合せ下さい。
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ＡＭＤＡへのご支援を

　ＡＭＤＡへの入会１　　

・医師会員　15,000円

　　　・一般会員　10,000円

　　　・学生会員　7,500円

　　　・法人会員　30,000円

　　　・賛助会員　2,000円

会費は入会の月より１年間有効で

す。入会の月より毎月，「AMDA

Joumal」を送付します。

賛助会員にはAMDAダイジェスト

を送付します。

２ AJ AMDAカード
全日信販発行

利用額の０．５％が全日信販より

AMDAに提供されます。

●お問い合せは

　AJAMDAデスクTEL086-227-7151

INTERNμΓ10NAL"‾

ia謐副F‥Zla･.Uei.l………………………

３

　　　AMDAﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ４
定期預金へ

令中国銀行
税引き後、利息の

20％をAMDAに

ご寄付いただき

ます。

中国銀行から

も預け入れの

口数に応じて、

寄付をいただきます。　へ

●お問い合せは　TEL086223-3111

５ 0070　　　　KDD
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾀﾞｲﾔﾙ

0070市外電話ご利用額の5％が義援

金（全額KDDにて負担）としてAMDA

に提供されます。

●お申し込みは

　TEL 0070-800-0070-70 （無料）

６ グリーティング
カードセット

　　　ルワンダ難民の描いた

　　　キャンプ風景カード

カード　10枚１組　1,000円

　　　　　　　　　　送料実費
　　　　－

４

〃

●．

　　ＡＭＤＡＴシャツ7　

津村ゆうすけ氏ﾃﾞｻﾞｲﾝ
ファイナルホームの製品

・ホワイト（グリーンのロゴ）

　　　　　　　　　送料実費

二言靉

AMDA募金箱設置

ＡＭＤＡ募金箱

設置が可能な方

ご連絡下さい。

９ AMDAプロジェクト
支援グッズ

ご7二三票。

レターセット封筒　10枚　400円

　　　　　　便謐　　　　400円

　　　　　　　　　　　　送料実費

　　　ﾛｺ]□工I]　　　　…………:　●.』.･･

|皿圖�

己きﾆ……

＊未使用のテレホンカード･書き損じのハガキ･未使用の切手､ハガキなどが

　ありましたらAMDAにお送り下さい。

＊入会1.は　郵便振替　名義AMDA　口座番号01250-2-40709まで

＊購入3.6.7.は、郵便振替　名義AMDA販売　□座番号01220-9-8991まで

　ご希望の方は、振込用紙に詳細をご記入の上、金額をお振込下さい。

＊２４５は各自で加入して下さい。

＊その他お問合せは、AMDA本部　岡山市楢津310-I TEL 086-284-7730へ

あなたもできる国際協力

ﾀﾞ゛

一’

SblS　ご
　　　● d 一 一 J d J = I J ･ = J ･ ･ ･ ･ ･ ･ J = ･ J I J ■ J ■ ･ I I I J I J ･ a - ■ - ･ ■ ･ ･ ･ I ･ ･

]

…

…

j 万

1

1

J

j

l ● ¶ 一 ■

. ,

…

…

… … 1 1 1 1 　 　 　 　 　 　 1

ＡＭＤＡ

テレホンカード

・１枚（50度数）1,000円

　300円が収益となります。

　　　　　　　送粍実費

ﾐﾐﾐこょ

庖言
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ＡＭＤＡ関係

刊行物のご案内

・お問い合せは、ＡＭＤＡ本部事務局まで。

　TEL 086-284-7730　FAX086-284-8959

・お申し込みは、郵送かFAXでお願いします。

・お支払いは、郵便振替でお願いします。送料別。

　□座AMDA出版　口座番号01220-6-12076

■AMDAJournal

　　　一国際協力－

　アジア・アフリカ･南米での

ＡＭＤＡの医療救援活動のレ

ポートを中心にした月１回発　湊

行の情報語。会員には会報と　;･

して自動的に送られている。

　初刊1992年12月より現在に

至る。バックナンバーは一部

を除いて揃っています。希望

の方は、AMDA事務局まで。

■遥なる夢

　　一国際医療貢献と

　　　　　地域おこし－

　ＡＭＤＡ設立までの経過と

活動記録。 AMDAに関わっ

た人々について紹介すると

共にＡＭＤＡの展望と日本の

NGO活動への提言。

316頁

■はばたけ！

　　ＮＧＯ・ＮＰＯ

　一世界の笑顔にあいたくてー

　自然災害･難民救済･環境破

壊･高齢者福祉など様々なボラ

ンティア活動は国内だけでな

く国際的な広がりが求められ

ています｡広島県と共同開催の

第一回NGOカレッジの講義録

で､国際ボランティアを志す人

に必携の書。328頁

ISBN4-88517-263-2 C1030　P1800E

毎月１回発行

モ
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定価600円

・菅波　茂　著

・出版元　AMDA

・1993年９月20日発行

途を る夢
困回路控貢献と地域おこし

　　　苛波茂

　ノニ‰2

定価2,500円

・ひろしま国際センター編

・出版元　中国新聞社

・1998年３月25日発行

　　　中国新聞社

定価1,850円
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■ＡＭＤＡの提言

　一人道援助の世界都市－

　岡山から財界に飛び出し､国

際的な医療NGOとして知られ

るＡＭＤＡ。その代表の著者が

問いかけ、提案する。「日本は

経済大国から､人道援助大国を

めざせ｡岡山に世界へ向けての

人道援助ネットワークの拠点

を築こう」と。

256頁

ISBN4-88197-607-9 C0036　P1600E

一管波　茂著
・出版元　山陽新聞社

・1996年11月25日発行

‥･･ ･･･ilr皿!sl!　.1.1..・

定価1
,631円

・ルワンダからの証言

　-難民救援医療活動ﾚﾎﾟｰﾄｰ

　援助大国とはいえ、国際的

なＮＧＯに比べると組織は小さ

く財政的にも弱い日本のNGO

が、劣悪な環境の中でルワン

ダ難民のために活動した記録。

200頁

ISBN 4-521-00541 C0030　P2000E

■とびだせ！AMDA

　　－AMDA・アジア医師
　　　連絡協議会の活動－

ISBN 4-905690 21-8 P1800E

■阪神大震災と

　市民ボランティア

　ー岡山からの証言と提言－

　岡山は動いた！５千人を超す

犠牲者を出した阪神大震災。岡

山県内からは自治体､民間を問

わず大勢の人が活動を続けてき

た。その活動と今後への提旨を

記録した。

270頁

ISBN4-88197-607-9 C0036　P1500E

・AMDA著

・出版元　中山書店

･1995年４月３日発行

定価2,039円

一管波　茂善

一出版元　厚生科学研究所

・1995年７月15日発行

定価1,835円
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・小田兼三一田代菊雄編著

・出版元　山陽新聞社

・1995年９月１日発行

膳言誰と
鰯雲戸

定価1,529円
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AMDA神奈川支部便り

第６回医療通訳養成講座の報告

　　　第６回医療通訳蒼成講座が２川20

　　目、神奈川県大和市の小林国際クリ

　　ニックで聞かれました。参加者は５

　　名、講師は薬剤師の篠原真理子さん

　　と保健婦の中沢由江さん、ともに神

　　奈川支部の会員です。

　　　まず、薬剤についての講義がなさ

　　れました。実際に薬局で使用されて

　　いる問診票や説明書などをもとに以

　　下のような内容の話がありました。

　　１）問診票の質問事項の目的:アレル

　　ギーの有無､車の運転､高所での作業

　　の有無､妊娠中であるかいなか､他に

　　かかっている医療機関の有無などの

　　質問事項により何を聞こうとしてい

　　るのかについての説明がありました。
ｆ２）服薬指導:薬剤師は患者に正しい

　　情報の伝達がなされるよう心がけて

　　います。

　　・保管に関する注意事項

　　･服用または使用に関する注意点:薬

　　品名、薬効、用法、用量、服用法、副

　　作用､相互作用（薬同七の組み合わせ

　　に加え、食品との組み合わせに注意

　　を必要とするものがある）

　　･記録:老人健康手帳や個人で服薬ノ

AMDA神奈川支部

一卜を作るのもお薦めです。また､薬

励の中には服薬于･帳なるものを置い

てある所も増えているので、尋ねて

ください。

･副作用に関する説明は､適確に行う

ことが屯要です｡なぜならば､副作用

を心配するあまり薬を飲まない人も

いるからです。

３）参加者からの質問:処方簾などの

記録の保管期間は？

　－３年間です｡薬歴も同様です｡処

方滴はその１回限りのものですが、

薬歴により経時的にみることができ

ます。また､他の薬との飲み合わせも

チェックできます。

　続いて、中沢さんから母子と感染

症を中心に保健行政に関する講義が

ありました。

Ｏ保健所の機構:政令巾とそれ以外

の市町村の違い

２）予防接種:従来の義務接種から平

成６年に勧奨接種に変わった。外国

人でも、母子手帳を人手することが

予防接種を受ける第一歩につながる

ので保健所ではｆ手帳をもらって欲

しい。

熊木［［1美

３）結核：学校、職場、保健所で検診

が斤われている、療鏝費の公費負担

制度がある。

4）AIDS検査:保健所では､無料･匿

名で実施している。夜間･日曜に行っ

ている所もある。発症した場合､内部

障害者い級～４級）に認定される、

５）母子保健:母子手帳の交付が様々

なサービスの始まりなので通訳の方

からも取得をすすめて欲しい。妊婦

検診は、妊眼前不と後乍に無料で各

１回受けられる。未熟児養育医療や

小児慢性特定疾患の医療費助成など

多くの育成や医療に関する支援制度

がある。これらについて医療機関で

説明がなされないことがまれにある

ので、困った時には保健所や福祉課

などに相談にきてほしい。

６）参加者からの質問;不法滞在の外

国人が相談に行ったら通報されるの

ではないか？一通報することはない

ので、健康七の問題を抱えている人

は安心して相談にきてほしい。

　時節柄、花粉症の薬について具体

的な質問もあり、和やかな雰囲気の

中終ｒしました｡今年度は3月20目に

最終回が予定されています。多くの

方のご参加をお待ちしております。

'!MI旺!1回|一ぽ詰S随il;iSIla

　　　　　～『ＡＭＤＡ国際医療情報センターって何をやっているところ？』～

　　　　　　/‾来日したばかり。今後の為、家の近ぐに発語の通じるホ一八だクターを探して欲しけこ

　　　　　　/‾日本で初めて出産する｡出産費用はどれぐらいかかるの？保険でカバーされますか㈹

　　　　　　　　　/‾ﾀﾞﾉ1入院したが医療費がとて借高かった。何か助成制度はないだろうか?ノ

　　　　　　　　｢甲状腺の病気がある。言葉にこだわらないので、専門病院を紹介して欲しけづ

　　　　　　　　　　　　/‾y甜にp防接種を受けさせたい。いつどこで受けられるのこ/

　こうしたお問い合わせに、センター東京では８ケ国語、センター関西では４ケ国語でお答えしています。　日本に往

む外囚人が、日本人と同様に医療に関する情報を得るのは非常に困難なことです。病気になると誰でも不安になるも

の。ましてや言葉の通じない外国人の不安ははかりしれません。こうした日本に住む外国人が、日本人と変わらぬ医

療を受けられるよう私たちは活動しています。

活動内容　１

　　　　　　２

　　　　　　３

電話による相談（無料）：外国語の通じる医療機関の紹介、日本の福祉・医療制度案内など

外国人の医療問題に関するシンポジウム、セミナーの開催

「１１ケ国語診察補助表」「９ケ国語対応　服薬指導の本」

「１６ケ国語対応　歯科診察補助表」および「両親学級の資料」の出版、販売

4.東京都健康推進財団からの受託事業（センター東京）

1砦ンタ柵麗ま:ｬ　TEL : 03-5285-8088

　　〒160-0021東京都新宿区新宿歌舞伎町郵便局留

　　【対応言語・時間】

　　妬語・中国語・スペイン語・韓国語・タイ語:

　　　　　　　　　Jj曜日～金曜1」9:oo～17 1

　　ポルトガル語：月、水、金曜日　9:00～17 1

　　ﾌィリピン語：水曜日　　　　　9:00～17

　　ペルシャ語　：月曜日　　　　　9:00～17

ホームページ

TEL : 06-6636-2333

00

00

〒556-0000大阪市浪速区浪速郵便局留

　【対応言語・時間】

　英語・スペイン語：

　　　　　　　月曜日～金曜日　9:00～17:00

　ポルトガル語/中国語：

00
00

://www.osk.3web.ne.

曜日により対応可。

事前にお問い合わせください。

p/‘amdack/

ＡＭＤＡ．ｈｔｍａ円9り9.4　1TX
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■AMDAジャーナルは本号４月吋

より、支援者の皆様（広告掲載企

業･団体･個人）の御好意により発

行することとなりました。ジャー

ナルの内容は従来通りＡＭＤＡの活

動報告が主ですが、ページ数を大

幅に削減しましたので投稿記雅等

掲載が難しくなりました。どうぞ

御ｒ承ください。

　AMDAの活動は、皆様からのご

支援があってこそ充実いたします。

どうぞよろしくお願いいたします。

■ルワンダとザンビアで女性のた

めの自立支援プロジェクトを行っ

てきた調整員の佐々木諭氏と、こ

のプロジェクトの中の保健衛生指

導を行った福井美絵看護婦の帰国

報告会を､2月20日に岡山で行いま

した。

　『豊かな社会は女性の手で！』と

題された報告会では、前日帰国さ

れたばかりのお二人により、開発

途上国への緊急救援活動→復興支

援活動→社会経済開発活動という

救援活動の変化の必要性が系統立

てて説明された後、実際に現地で

の社会経済開発活動の一環として

行われている女性自立支援プロジ

ェクトの模様が写真等とともに紹

介されました。

　AMDAジャーナルでも報告され

たプロジェクトでしたが、よりリ

アルに現地での活動状況や、様々

な問題点等を知ることができまし

た。参加者の皆様も非常に興味を

示され大変好評でした。

■岡山県洋開協勁による'99存の洋

蘭展が３月５目から３目間行われ、

今年もAMDA支援の蘭のチャリテ『

イー販売を催していただきました。

『吹かせよう美しい花･みんなの夢

～ＡＭＤＡとともに』と唱われてい

るように、AMDAの活動の場であ

るアジア、アフリカ、南アメリカは

いずれも蘭の生息地だそうです。

こうした開発途上国の生活の発展

を願ってＡＭＤＡの活動をご支援下

さっています。洋開展での継続的

なご支援に大変感謝しております。

『

一
　･‾-

使用済みテレホンカード

　再び集めています！

●送付先　　ＡＭＤＡ東京オフィス

　　〒103-0025

　　東京都中央区日本橋茅場町1-11-9　山本ビル10F

　　TEL 03-3639-6632

●お知らせ

　ＡＭＤＡ鎌倉クラブ

　発足記念バザー

　　月日：４月24日（上）

　　時間:10 : 00 ～17 : 00

　　場所：聖ミカエル教会の庭

　　　　　鎌倉小町2－7-24

申し込みTEL 0467-24-2969 （根津）

ﾊﾞｻﾞｰ用品を提供して下さる方ご達絡下さい。

　　　　AMDA　Jouma1に関するお問い合せは、AMDA広報局　TEL 086-284-7730まで

ご入会、会費、ご寄付、その他ご購入のための振込は、本誌綴じ込みの郵便振替用紙をご使用になるか、

下記ロ座をご利用下さい。いずれも振込目的を明記して下さい。
・中国銀行一宮支店（普通）　　口座番号１２７２０１１　口座名　AMDA

I第一勧業銀行岡山支店（普通）口座番号１８１６９４７　口座名　AMDA
・クレジットカード（全日信販のAMDAカード）での会費納入方法もあります。

ＡＭＤＡホームベージ

http://www.amda.or.jp

AMDAカードについてのお問い合せは、全日信販株式会社　本社営業部　086-22ｱｰﾌ161です。

24　/U＃Ｍおむ｡77α//卯9.4
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BATH SYSTEM FOR THE HANDICAPPED
特殊入浴装置

ﾉﾌﾞ-1? ゛゜…………に琴……;゛ili……

本社一工場

　　､､白票奥　　　’ｔ票贈答5二心　　　　　゛’沓

　回忌　　　　　牽引四Ｊミ　　　　　　　一

階談yU……　　・T゛i‥‥‥‥‥‥‥、

　　　　　　　　　　　　　??　　ゝ　M、s　　　　　　　　　-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山第２工場

認OG権頭檎式会社
本社一工場:〒703　岡山市海吉1835－7 TEL(086)277-7181　FAX(086)274-9072

岡山第2工場:〒701-42岡山県邑久郡邑久町向山77 TEL(08692)4-0891　FAX(08692)4-0898

営　業　所:札幌･盛岡・仙台・千葉・埼玉・東京・多摩・神奈川・新潟・静岡・長野・名古屋

　　　　　　金沢・京都・大阪・神戸・岡山・高松・広島・北九州・福岡一畳岫・熊本・鹿児島

URL http://www.og-giken.co.jp



▼ワスカラン国立公園ペルー共和国世界遺産(自然遺産)1985年登録
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▲四輪駆艶事とともに｡日本で屑った楽器や鉛鏑、ノート

などの教材も贈りました。（山田代衷と寄贈の四輪駆動車）
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山田養蜂場

　Yamada Bee Farm

はちみつ

山田養蜂場がお届けする、自然からの贈り物。

お問い合わせはフリーダイヤル　0120-3838-82

化粧品のお問い合わせは　　　０１２０-８７-２２２２

〒７０８-０３９３岡山県苫田郡鏡野町市場１９４

★インターネットホームページhttp://www.mico.co.jp


